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　北海道の早い冬の始まりとともに、タンチョウたちは繁殖地周辺か

ら冬の給餌場へと移動しています。今年はじめてヒナへの標識が実現

した釧路湿原広里地区の家族は、この時期に釧路湿原北側のデントコ

ーン畑や阿寒給餌場に出かけたり繁殖地に戻ったりを繰り返している

ことが判りました。

 　このように、この季節は標識個体がさまざまな場所で観察され、

いろいろな情報を提供してくれるとても興味深い時期です。タンチョ

ウ保護研究グループの会員の方々からもたくさんの観察情報が寄せら

れています。標識鳥の興味深いトピックスは本誌の「シリーズ 標識

物語」で西岡秀観さんに紹介していただいていますが、このたび、現

在、生息している標識鳥についてお知らせするためのアルバムを作成

しました。200 ページにも及ぶもので、阿寒国際ツルセンターや鶴

居伊藤タンチョウサンクチュアリなどで公開いたします。ホームペー

ジなどでより広く見ていただける方法も検討したいと思っています。

　今号では、当会が取り組んでいる新しい給餌方法についての試みや、

発信機を使った畑作地帯での行動追跡作戦の進展について紹介してお

ります。私たちの取り組みにご理解をお願いするとともに、是非、ご

参加もお待ちしています。
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生駒 忍・井上雅子 ( 釧路市動物園）
ピッコロの野生復帰計画

ピッコロ放鳥

　1976 年から始まった釧路市動物園における野生タン

チョウの保護収容は、2007 年 11 月末までの 32 年間に

395 羽に上ります。このうち体重１kg 未満のヒナは 10

羽で、うち 7 羽が生きて救護されていますが、１年以上

成育したのは今回を含めて３羽だけです。

　一方 2003 年度から、環境省事業として PTT 発信機※

を装着したタンチョウの野外復帰事業が始まりました。

これまでに 5 羽に装着し、2005 年 4 月 12 日に放鳥し

た 2004 年生まれのオスは現在も発信を続けています。

　飼育下で繁殖した個体については、野外で生きていけ

るのかどうかを知るために、また、傷病保護された個体

についてはその後の経過を知るために、これまで 24 羽

に足環を付けて放鳥しています。放鳥後 1 年以上生存し

たことがわかっているのは繁殖個体で 12 羽中 9 羽、傷

病個体で 12 羽中 8 羽です。

　今回のピッコロ（オス）は通算 25 羽目となる放鳥で

した。2007 年 5 月 15 日、十勝管内浦幌町で保護され

た時の背の高さは約 30cm、体重は 300g で生後 10 日～

2 週間ほどのヒナと思われ、将来の放鳥を視野に入れて、

初めから人馴れしないよう、少人数で育ててきました。

　8 月 29 日には、いつもの散歩中、突然飛んだと思う

と園外へ！自分でもどうしていいかわからなかったので

しょう、担当者が声を掛けながら近づいていき、無事連

れ戻すことができました。これ以降はケージに収容し、

仲間と一緒に飼育してきました。

　傷病保護の場合、保護された場所で放鳥するのが基本

と考え、ピッコロは浦幌町で放鳥する予定でした。近年

タンチョウは生息数の増加と共に営巣域を広げ、特に十

勝の営巣数は年々ふえています。冬期間も十勝に残って

いることがわかってはいますが、十勝地方でどのような

植生や地形を利用して生活しているのかは、あまりわか

っていません。今後十勝の生息数がふえるにしたがって

農業との軋轢も心配され、今のうちに行動調査をしてお

きたいと考えていたので、なんとか PTT を付ける方法は

ないものかと模索していました。

また、十勝地方は釧路のように、タンチョウに関心の

ある人たちが多いわけではありません。そこで、PTT で

得られた資料を地元住民、特に子どもたちと共有するこ

とができれば、身近にタンチョウの暮らしを知ることが

できるようになり、これから一緒に暮らしていく方法を

みんなで考えていくきっかけにもなります。教育委員会

を通して、小中学校への情報提供を予定し、タンチョウ

保護研究グループと協力して「セブンイレブンみどりの

基金」の助成を申請したところ OK が出ました。

こうした背景の中で、2008 年 11 月 2 日、大きな期

待を担ってピッコロが浦幌町に放されました。前もって

調べておいた 6 羽の亜成鳥の前で移送箱の扉を開けてや

ると、真新しい黄色の足環「087」とアンテナを付けて

ゆっくりと仲間のいるほうへ歩いていきました（表紙写

真）。体の大きさも引けを取りません。これからは餌の

取り方やねぐらや地形を見よう見まねで学びながら、生

きていってくれると確信していました。

　11 月 5 日夕方、浦幌町でタンチョウが JR の特急に衝

突して死亡したという第 1 報が環境省から入ったとき、

まだ飛べないだろうからまさかピッコロではないだろう

と気軽に考えていました。夜のニュースを見た方から

「087」という足環が読めたと聞き、その「まさか」が本

当のことになってしまったことを知りました。

　なんとも残念な結果に終わりました。が、回収された

発信機は順調に作動しています。ピッコロと一緒に放鳥

しようとしていた同年生まれのメス 095 が、放鳥直前に

怪我をして放鳥できないまま残っています。ピッコロの

死を無駄にしないためにも、今、改めて 095 の十勝への

放鳥を考えているところです。

※ＰＴＴ発信機：人工衛星を使って追跡するための装

置です。背中に背負った PTT（platform transmitter 

terminal）発信器は人工衛星に電波をとばし、人工衛

星から地球の基地局にその情報を送り返すことによっ

て、ツルの居場所がわかります。
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百瀬邦和
人と距離をおいた給餌の試み

　北海道に生息しているタンチョウが給餌に頼って冬を

越しているのは広く知られているところです。100 年以

上におよぶタンチョウ保護の歴史の中で、活動の中心で

あったのが、この給餌だったといっても過言ではないで

しょう。雪の上に集まっている 100 羽ものタンチョウに

囲まれて給餌人が餌のトウモロコシを撒いている風景は

有名です。しかし、最近になって顕著になってきたタン

チョウの人慣れによる弊害が、これまでの給餌活動に起

因していることは確かでしょう。だからといって今、冬

の給餌を止めるわけにはいきません。そこで、人慣れを

避けるために人家や人の集まる場所から距離をおいた場

所で給餌することを考えました。この場合、餌を遠いと

ころまで毎日運ぶのは大変ですし、雪が積もった中では

現実的ではありません。

　ひとつの方法として、牛の餌として栽培している飼料

用トウモロコシ（デントコーン）の畑の一部を刈り取ら

ずに、ツルのために残しておくことを考案しました。

　また、かつて北海道の各地で見られた「にお」を工夫

した自動的な給餌装置を作り、牧草地や畑など人から距

離をおいた場所に設置する方法も考えました。「にお」

とは収穫した作物（トウモロコシや大豆、稲など）を自

然乾燥させるために積み上げたもので、かつては秋口に

あちらこちらの農家で見ることができました。どちらも、

雪が積もった後でも雪の上に出ているため、ツルが自分

でトウモロコシを食べることができるはずです。

　今年は試験的な取り組みとして、根室地方北部の中標

津町の農家にお願いして一部のデントコーンを刈り残し

ていただけました。ところが、11 月 7 日に台風並みの

強い風が吹き、ほとんどの茎が根元近くから折れて倒

れてしまいました。これでは雪に埋もれてしまってタン

チョウの餌の確保にはなりません。そこで、写真のよう

に一部を起して束ねることで風や吹雪に耐えられるよう

にする作業を行いました。

　また、2 年前まで環境省の越冬地分散事業の中で行っ

てきた自動給餌方式のにおを、別の中標津町の２軒の農

家の方にお願いして作らせていただきました。材料のデ

ントコーンは寄付していただき、９月 27 日にタンチョ

ウ保護研究グループの会員が鎌で刈り取ったものです。

におは、４本の竹竿あるいは木の杭を支柱として上で束

ね、その周りをデントコーンで囲みます。におの中には

下に穴を開けて中に入れたコーン粒がこぼれ出るように

したポリバケツを入れてあります。デントコーンの茎に

付いている実が餌になると同時に、茎や葉が雪除けと

なって、中のポリバケツが雪に埋まったり凍り付いたり

するのを防ぐ役を果たします。同様のにおは十勝川中流

にある十勝エコロジーパークの中にも作りました。こち

らは道立十勝エコロジーパーク利用促進協議会生物ワー

キンググループに協力する形で作ったもので、普段、人

の出入りする場所から１km 程離れた自然草地の中にデ

ントコーンを運んで作りました。

　今回のにお作りとデントコーンの刈り残し試験にはも

うひとつ狙いがあります。それは、鶴居と阿寒に集中し

ている越冬群を分散させようというものです。今回の取

り組みを行った中標津と十勝エコロジーパークには、そ

れぞれに隣接している標津川と十勝川に、真冬にも凍ら

ない場所があるため、タンチョウのねぐらが確保できま

す。その上で冬の餌が確保できれば、鶴居や阿寒から離

れた新しい越冬地になるのではないかと期待しているの

です。倒れた茎を起こして束ねる

中標津でのにお作り
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 第４話　口が悪い！？　〜１９Ｖほか〜　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西 岡　秀 観 

　シリーズ　標識物語　～名前の付いたタンチョウ～

　みなさんは、「口が悪い」と聞いて何を思い浮かべま

すか？　人に当てはめると、「悪口を言う」、「内緒とい

われた話を暴露する」、「言葉使いが乱暴」などを考える

人が多いと思いますが、タンチョウには当てはまりませ

んよね。タンチョウの中には、ハスキーボイスや鳴き合

いでメスが答える時に３回（通常は２回が多い）という

「口数が多い」のがいますが、それとも違います。単純

に口の形（くちばし）が変形していることを現します。

　標識鳥の中にも「口（の形）が悪い」のがいます。そ

れが１９Ｖです。１９Ｖには口だけでなく、もう一つ特

徴があり、目をよく見ると黒目が小さく、周囲がはっき

りしていて、その色から「金眼」とも呼ばれています

（写真右上）。　多くのタンチョウは右中の写真のよう

に、くちばしはまっすぐ伸びて、上下に隙間がないよう

になっていますが、１９Ｖは右上の写真のように、上の

くちばしが途中から上に曲がって、先の方に隙間が出来

ています。なぜこのようになるのか、その原因ははっき

りとはわかりませんが、成長過程で堅いものを突っつい

たため、くちばしが伸びすぎてしまったため、とかが考

えられます。

　実は、この１９Ｖ以外にも「口が悪い」タンチョウが

いますので、併せてご紹介します。

　最初は「ハシタレ」です。見てのとおりくちばしが下

に垂れています。次は「ハシズレ」で、よく見てもらう

19V（1997 年生まれ、オス：2008 年 1 月撮影）

19V 顔（2008 年 1 月撮影）

普通のツルの顔（2008 年 2 月撮影）

「ハシタレ」（2008 年 2 月撮影）
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とわかるのですが、上下のくちばしが左右にズレていま

す。最後に衝撃の「ソリハシ」です。これは、上くちば

しが反ってしまい、先を閉じることが出来ません。これ

らを見て疑問を感じた人がいると思いますが、そうです、

どのように餌をとっているのか不思議に思うでしょう。

その瞬間の写真を次にお見せします。比較するために普

通のタンチョウがデントコーンを食べているところをま

ずお見せします。

　次に「ハシタレ」。「ハシタレ」は上下くちばしに隙間

がないので、普通に食べることが出来ます。「ハシズレ」

は、ズレたくちばしで器用にコーンを挟んで食べます。

最後の「ソリハシ」はくちばしで挟むことが出来ないの

で、もっと器用にコーンを下のくちばしですくうように

して食べています。標識以外にもこのような特徴で個体

識別が可能なタンチョウもいますので、ぜひ冬の給餌場

に見に来ていただいて、探していただきたいと思います。

次回は、第５話「母性本能全開？（39P と 019）」を掲

載します。お楽しみに。

　なお、今回は、前回の予定を変更しておりますことを

申し添えます。

「ハシズレ」（2008 年 2 月撮影）

「ソリハシ」（2006 年 2 月撮影）

普通食餌（2008 年 2 月撮影）

それぞれの食餌場面

「ハシタレ」（2008 年 2 月撮影）

「ソリハシ」（2006 年 2 月撮影）

「ハシズレ」（2008 年 2 月撮影）
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　アーチボルド博士講演会　抄録
　2008 年 6 月 28 日に釧路市立博物館で、国

際ツル財団創設者のジョージ・アーチボル

ド博士の講演会を開きました。博士のお

話の一部をご紹介いたします。

 【 ムラビヨフカ公園の話 】

北東アジアのタンチョウ繁殖地は、

広い範囲にわたっています。繁殖地は

農業開発や気候変動によって悪化して

います。東側の繁殖地は雨量が豊富な

ため繁殖がうまくいっていますが、西側

は水が少なくなってきて、繁殖状況が悪く

なっています。タンチョウは、東と西の二つのル

ートで越冬地に向かいます。東側をぬけるツルは、朝鮮

半島の非武装地帯で越冬します。西側のツルは、中国上

海の北にある塩城へ渡っていきます。昨年、朝鮮半島で

確認したタンチョウは 850 羽で、多くの幼鳥が含まれて

いて、繁殖がうまくいったことを示しています。中国へ

渡った群は、650 羽しかいませんでした。幼鳥もおそら

くだいぶ少ないだろうと思います。

西側の繁殖地となるロシア東部アムール州のムラビ

ヨフカ湿地帯は、1994 年に民間の自然保護公園になり

ました。このムラビヨフカ公園は、7000 ヘクタールの

広さがあります。私の友人のセルゲイ・スミレンスキが

1993 年に国際ツル財団（ＩＣＦ）に来て、「この土地を

20 万ドルで、50 年間借りることができる。」という話を

しました。私はそのことを当時、日本野鳥の会の事務局

長だった市田さんに伝えると、彼は新聞に小さい広告を

出したそうです。すると、日本の衣料会社の㈱ポップイ

ンターナショナルの田中社長がこの広告を見て、寄付し

てくださいました。感謝いたします。ＩＣＦは、1994

年以来、セルゲイのこの活動を支援しています。ゲスト

ハウスや教育センターを作りました。クレイン・フェス

ティバルをおこなうなど、地元の人たちと共に保護の意

識を高めようという活動をしています。

一方で保護区の乾燥化が進み、環境が悪化してきまし

た。水が保護区の外に流れ出さないように、水量を調節

するダムのような構造物をつくるための調査をしたいと

思いました。公園の理事の人たちと話し合い、小さなプ

ロジェクトを提案しました。春に巣の数を調査し、夏に

もう一度来て、それぞれの巣で何羽のヒナが孵っている

かを調査するというもので、これを３年間続けることに

なりました。その後、ダムをつくって水量を変化させ、

ツルの状況を調べて、ダムの効果を確かめます。民間の

保護区なので、こういった実験的なことができま

す。ツルの保護のために有効であることがわ

かれば、他の保護区にも応用ができるので、

このプロジェクトは非常に重要な意味を

持ちます。

 【 朝鮮半島の調査の話 】

タンチョウの東側の渡りルートでは北

朝鮮東海岸沿いにあるアンビョン（安辺）

平原が重要視されています。近年、北朝鮮

にはツルはいないと言われていました。しか

し、渡りの時期にツルは見られます。アンビョ

ン平原はかつてツルが越冬していました。ここと韓

国の重要な越冬地であるチョロン（鉄原）平原は、韓国

と北朝鮮の国境にある非武装地帯を挟んで約 100 キロ離

れています。東京大学の樋口教授による発信器をつけた

調査によって、ツルはこの２箇所を行き来していたとい

うことがわかりました。アンビョン平原では土地の荒廃

のための餌不足により、ツルの数が減っています。今で

は、800 羽ほどのタンチョウが非武装地帯の韓国側に集

中しています。タンチョウ保護のためには、北朝鮮の協

力が欠かせません。

私達のプロジェクトはアンビョン平原でおこないまし

た。ここを選んだ理由は、韓国のチョロン平原に向かう

渡りのルートになっているためです。広大な地域で、ね

ぐらとして最適な川もあります。プロジェクトの第一歩

は、農作物の収量をあげ、農民の生活を助けるというこ

とです。中国からアンズの苗 2000 本を持ってきました。

さらに 18000 本追加する予定です。まず、アンズ畑を

作り、地元民の生活を安定させることを試みました。

昨シーズンはタンチョウのデコイ（模型）をパク先生

と学生が作りました。しかし、設置した時期が悪かった

ので、うまくいきませんでしたが、こういったプロジェ

クトに興味を持ってもらえたことは収穫でした。

北朝鮮政府の農業政策が転換され、化学肥料に頼るの

ではなく、オーガニック農法が推奨されています。私達

のプロジェクトが国の政策変更と重なったり、非常にタ

イミングが良かったと思います。バードライフアジアの

市田さんは、肥料を運ぶためのトラックを援助しました。

パク先生はオーガニック農法のやり方を書いた本をつく

り、農家に配りました。私達は、パク先生の生徒達がア

ンビョン平原で多様な生態系を研究するための支援をし

ました。地元の農家の人にも、タンチョウの保護に関心

を持ってもらい、協力してもらえたらいいと思います。
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　春から夏の活動報告

　今年の春も、タンチョウ繁殖状況調査が行われました。北海道のタンチョウがどれくらい営巣・繁殖しているかを

調べるのは、保護を考えていくための重要な情報になります。多くのタンチョウは人目に付きにくい湿原の中で巣造

りをしますので、飛行機（セスナ機やヘリコプター）を使った上空からの調査を行います。繁殖地域も十勝・釧路・

根室の道東地方に広くまたがり、近年では網走や道北地方でも営巣が見つかっています。繁殖シーズンも巾があるた

め、少なくとも１シーズンに２回行うことが求められます。このように、とても多くの費用がかかる調査となります。

そのため、環境省や開発局などが協力して行っています。当会は、前身のタンチョウ保護調査連合のころから 20 年

以上に渡って、タンチョウ調査の専門団体としてこれらの調査に積極的に協力するほか、独自で調査を行うなどして、

繁殖状況の調査を行ってきました。

　６月からは標識調査がスタートしました。標識調査は個体の区別が難しいタンチョウの脚に記号入りのリング（脚

環）をつけて、目視によりその個体を追跡することによって、さまざまなことを明らかにしていく調査です。1988

８月３０日に釧路市などの主催で開かれた「わくわくランド」に参加しました。

これは、釧路市内のさまざまな市民団体がブースをだして、子どもたちに楽し

みながら学んでもらうイベントです。タンチョウ保護研究グループは昨年に続

いての２回目の参加です。ツルの行動や生態になぞらえたゲームを用意し、多

くの子どもたちに体験してもらいました。参加した子どもたちにはオリジナル

のタンチョウシールをプレゼントしました。ゲームもシールもたいへん好評で、

多くの子どもたちが何度もゲームに参加して、楽しんでいました。

釧路市イベント「わくわくランド」に参加しました。

タンチョウ繁殖状況調査

タンチョウ標識調査（バンディング）

　今年は４月21日から５月１日まで道東地域の第一回目の調査が行われました。

５月７，８日は道北地方の調査も行われ、道北のクッチャロ湖畔で初めて営巣が

確認されました。２回目の調査は５月 21 日から６月５日にかけて行われ、その

後の追加調査や地上からの確認調査なども含め、繁殖状況の解明に努めました。

　３ヶ月以上に渡る調査の結果、今年は全体で 384 つがいの営巣が確認され、

昨年を上回り、今までの最高数を記録しました。詳しい調査結果は、論文として

発表する予定です。

年から始まり、現在では毎年 20 羽程度に脚環が付けられています。脚環はまだ飛

べない幼鳥に付けられます（飛べるツルでは捕獲が難しいためです）。また、小さ

すぎると脚環が付けられませんから、生後１月半ころの幼鳥が対象となります。ヒ

ナの成長を見ながら、３ヶ月くらいに渡って標識調査を行います。捕獲はツルに気

づかれないように周囲を取り囲み、慎重に捕まえます。多くの人が必要となる作業

で、今回も多くのボランティアの方々の協力をいただきました。

　今年は６月７日から８月 23 日までの間、人が集まりやすい土日を中心に行われ、

21 羽の幼鳥に標識を付けることができました。今回の標識調査の様子は札幌テレ

ビの取材を受け、前号でもお伝えしましたようにテレビ番組として放映されました。

調査に参加していただいた皆様、ご協力ありがとうございました。また、これから

の追跡調査で、ツルの寿命などいろいろなことが明らかになってきます。どこかで

脚環つきのツルを見かけたときはご連絡いただけますよう、よろしくお願いいたし

ます。



Tancho  (5)            8
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　タンチョウ保護研究グループ
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＜表紙写真＞ 

　 野 生 の タ ン チ ョ ウ に 近 づ く 放 鳥 さ れ た

「ピッコロ」（2 ページ記事を参照）。　

　2008 年 11 月 2 日浦幌町吉野で撮影。

　撮影者：西岡秀観

◇前号の訂正◇

3 ページ：右下表の 44V がメスにはいっていま

すが、正しくはオスです。

8 ページ：「ジョージ・アーチボルド博士（国際

ツル財団）」の以下の文字が切れてしまいまし

た。正しくは下記の通りです。

「ジョージ・アーチボルド博士（国際ツル財団）

講演会（於：釧路市立博物館）／交流会」

　（メールでお送りしている方にはすでに訂正後

の版をお送りしている場合もあります。）

< 会員（11 月 15 日現在）＞

 ・運営会員　24 名（北海道 19 名、新潟県・神奈川県・東京都・兵庫県・中国各１名）  

 ・個人サポート会員　101 名（北海道 64 名、長野県 10 名、東京都６名、兵庫県・大阪府・千葉県 各４名、

神奈川県３名、京都府・茨城県・島根県・愛知県・石川県・フランス各１名）  

 ・団体サポート会員　７団体（北海道５団体、大阪府１団体、韓国１団体） 

＜活動記録（2008 年７月～ 10 月）＞   

7 月 30 日　　会誌「Tancho」第４号発行 

8 月 1 日　　   運営会員連絡会 

8 月 22 日　　中標津町役場で町有地借用の件で打ち合

　　　　　　　わせ 

8 月 23 日　　タンチョウ標識調査終了 

8 月 30 日　　釧路市ほか主催の環境教育イベント「わ

　　　　　　　くわくらんど」に参加 

9 月 5 日　　タンチョウ繁殖状況調査 ( 鶴居地区 ) 終了

　　　　　　運営会員連絡会 

9 月 27 日　　中標津町俵橋の農家でにお用のデントコー

　　　　　　ン刈り取り 

10 月 3 日　　運営会員連絡会 

10 月 18 日　十勝エコロジーパークでにお作り 

   

♪お知らせ♪  

2009 年 1 月に以下の日程でタンチョウ

総数カウント調査を行います。皆さまの

ご協力をお願いいたします。詳しくは事

務局までお問い合わせください。  

　1 月 12 日（祝） 説明会開催
　1 月 20 日（火） 十勝地方

　1 月 21 日（水） 音別地方

　1 月 22 日（木） 阿寒給餌場及び周辺地域

　1 月 23 日（金） 阿寒予備日

　1 月 24 日（土） 鶴居給餌場及び周辺地域

　1 月 25 日（日） 鶴居給餌場及び周辺地域

　1 月 26 日（月） 　　予備日

　1 月 27 日（火） 標茶町内釧路川流域

　1 月 28 日（水） 中茶安別給餌場及び周辺地域

　1 月 29 日（木） 根室・浜中地方

　1 月 30 日（金） 根室・浜中地方

   

昨年度の調査風景

本号の写真提供者：重永明生、西岡秀観、古賀公也、

松本文雄　（敬称略：ご協力ありがとうございます。）


